






（３）No．１６７ 

【 会員投稿 】 

           Ｔｏｋｙｏ 漫歩 （その４）        ひ ま じ ん 

文 豪 の 足 跡 

ただ前置きなしに文豪と言うと、夏目漱石と森鴎外を指すことが一般であるようだ。 

それほど二人の存在は大きく、後代への影響力も甚大であった。両者に共通するのは、幼年

期からの非常な秀才振り、新帰朝者（海外留学者）、外国語の権威（漱石・・英語、鴎外・・独逸

語）、二束のワラジ（教師と軍人）、弟子・崇拝者の多さ等々。際立つことが多い。  

近来の評価は、江戸期独特の古い・いまわしの言葉を、現代にも使える文章語として確立した

功績が大きいと言われている。 

当時の苦労はよく判らないが、近代作家の先駆者であったのだろう。 二人とも生涯の大半を

東京で過ごしたにかかわらず、これらの足跡はあまり残されていない。  

戦後没した作家については立派な記念館が作られることが多いのに、戦前のそれは時の社会

情勢・経済力の欠しさの反映からか、やや物足りなさを感じる。      

１．漱石公園 （ 新宿区早稲田南町 ） 

 早稲田大学近辺の喧騒から離れ、早稲田通りを、神楽坂方面に向かう途中にある。 

ただ標識も無いし、近くの人も知らないので、尋ね

るのも容易ではない。  

かって漱石が晩年を過ごした「漱石山房」の跡地で

あり、ここで亡くなった。 

園内には、漱石の胸像と 「猫塚」が建てられている

が、邸内の面影はどこにもない。 

ここから１０分ほどの夏目坂 （父がこの一帯の名主

で、坂の名前にもこの名がつけられたという） には

生誕の地の碑もある。 
 

       [ 漱石公園 ]  

２．本郷図書館鴎外記念室 （ 文京区千駄木 ）  

鴎外の没後、居宅「観潮楼」は２度の災害により消失したが、記念館はここの跡地に建設さ

れた。昭和３７年に開館され、鴎外の遺品・原稿・書簡・日記などが展示されている。 

 場所は地下鉄千代田線千駄木駅より、団子坂をのぼる中腹にある。 

かっては、この 2階から東京湾がうかがえ、湾に浮か 

ぶ白帆も垣間見え、このことから観潮と名付けられた。 

鴎外は６０歳で没するまでの、３０年間ここに住み、 

多くの小説・評論を書き、歌会を催した。 

歌会には与謝野寛・石川啄木・斉藤茂吉等多彩な 

文学者が集ったといわれている。 

先に記した如く、漱石の記念館はなく、鴎外のそれも 

図書館の付属のもので、いささか淋しい限りである。 
 
（注）漱石の蔵書・遺品類は弟子の小宮豊隆の関係で 

東北大学で管理しているとのこと。                       [ 鴎外記念館 ] 
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【 会員投稿 】 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔｏｋｙｏ 漫歩 （ その５ ）  
                                       ひ ま じ ん 

                     芭   蕉  さ  ん 

 日本の歴史上の人物で「････さん」と呼ばれる人を、思い出してみると。 弘法さん・良寛さん・一休

さん・西郷さん・東郷さん等々を想い浮かべるが意外に少ないようだ。普通名詞的な「さん」という敬称

には、尊敬プラス親しみが必要なのであろう。芭蕉にはオカシ味がやや少なく、さんを付けるのに若

干抵抗があるが、まあいいか。 芭蕉さんはもともと伊賀の人、関西方面で頭角を現し、江戸に来た頃

には俳諧の世界では、そこそこ知られた存在であったらしい。やがて、深川に草庵を築き、その庭に

芭蕉の株を贈られてから、庵の名も「芭蕉庵」、号も桃清から芭蕉に改めた。それまでの、やや華やか

な宗匠の生活から、俳句一筋の境地への変化の表われだったかもしれない。この庵も人に譲ったり、

火事にあったりと、当然の変遷があるが、深川の大川端にその痕跡を残した。 

    芭蕉記念館 （ 江東区常盤 １－６－３ ） 

 ここへは地下鉄大江戸線森下町が便利、徒歩１０分位である。この記念館は昭和 56 年に開館され

たというから比較的新しい。芭蕉及び俳諧関係の資料が多数展示されている。周辺には芭蕉稲荷・展

望庭園等ゆかりの事跡もある。隅田川の東側からみる都心部の高層ビルの風景もまた一興。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

            （芭蕉記念館）                     （史跡庭園） 
 

ここからは「清澄庭園」も近く、「深川江戸資料館」もあって、古い深川を探るのに好適な場所だとい

えよう。 
 

 芭蕉の句 

  特に詳しいわけではないが、記念館を見たつもりで、若干の 

ご紹介をしましょう。 

 「行春や 鳥啼き 魚の目は泪」 ・・・奥の細道 旅立ちの折 

 「夏草や 兵どもが 夢の跡」 ・・・・平泉 衣川を望み 

 「旅に病んで 夢は枯野を かけ廻る」 ・・・ 辞世のうた 
 

  

 

 

この「会員投稿」のコーナーへの投稿を募集しています。「つれずれのまま」「旅行記」「写真集」「思い出話」

「趣味悠々」「シニアライフ」「提言」・・・などなんでも結構です。電子データやワープロ等でお気軽に投稿下

さい。事務局あて又はメール（hishinomigunma@air.ocn.ne.jp）でお願いいたします。 

 

mailto:hishinomigunma@air.ocn.ne.jp
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【 会員投稿 】 

           Ｔｏｋｙｏ 漫歩 （その 6）        ひ ま じ ん 
                       新 撰 組 

 江戸の人々にとっては新撰組はあまりなじみの無い存在であった。名も無い剣道場にたむろして

いた武士とも農民ともつかない浪人達が、京で名を上げてもピンとこなかったに違いない。  

ただし、徳川家の味方であり、「尊王攘夷派」の跳ね返り連中を粛清しているぐらいの情報はあったか

も知れない。 

 その後、鳥羽伏見の戦いに敗れて以降、新撰組のほとんどの人達は、討死し又は捕えられ処刑さ

れた。かれらの活躍した時期はわずかに五・六年の間であった。 時はうつり、明治時代の政府高官

になった「薩長土肥」の人々にとっては、新撰組は憎むべき殺戮集団であり、歴史的にも抹消すべき

存在であったのだろう、しだいに忘れ去られていたと思われる。。 

 この忘れられた集団を、再び世間に知らしめたのは、明治になってから６０年もたった昭和３年に

「新撰組始末記」を出した子母沢寛であり、さらに約３０年後に司馬遼太郎が新撰組に関する諸作品

集を刊行することによって、その活躍が知られ一躍、かれらは寵児になった。以後映画に舞台に、そ

して、NHKの大河ドラマにも取り上げられることになる。 

（近藤勇→香取信吾・土方歳三→山本耕史・沖田総司→藤原竜也等が有名） 

 人気の源は隊員それぞれの強烈な個性と武士らしく生きるという信念が清冽に感じられることから

だろう。この新撰組の痕跡は都心には尐なく、多摩の里まで出掛けなければならない。 

   新撰組のふるさと （ 日野市、中央線日野駅下車） 

 現在の日野は東京西郊のベッドタウンとして発展しているが、かつては甲州街道の宿場として、知

られていたものの、周辺は草深い田舎であった。ここに幕末の名主屋敷の姿を残す佐藤邸がある。 

当時の当主佐藤彦五郎は近藤勇と同門 

であり、歳三の義兄にあたる。 

物心両面からの新撰組の支援者であった。 
 
近くに井上源三郎の記念館がある。 

井上は派手な活躍はないが長老として貴重

な存在であった。 

      

  

 

 

又 土方歳三の資料館（生家跡）があるが、後継者の方が住まわれて 

いて、月二回日曜日に開館するのみで、筆者も見ることが出来なかった。                    

 右の写真は同じ日野市の高輪不動尊の境内にあるものである。         

新撰組が不遇の時も地元では支援者が多かった証左かもしれない。 

多摩丘陵の新撰組はいつまでも語り継がれていくことだろう。   

 

佐 藤 邸 

土方 歳三像 

＜ おことわり ＞ 

会員投稿有難うございます。限られた誌面と 構成、タイミングの関係で、現在会員投稿の掲載がずれ

こんでおります。誠に申し訳ありませんが、順次掲載して参りますので、あしからずご了承下さい。 

訃報 首藤 敬一 さん（太田市備前島町 享年７９歳）は、 ４月２７日ご逝去されました。 

ご冥福をお祈りすると共に、お知らせします。 


